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はしがき 

“従来型モータータンパク質”(以下，“モータータンパク質”という），すなわち，ミオシン，キネシ

ン，ダイニンについてはこれまでに多くの優れた研究が行われ，分子レベルの力発生メカニ

ズムには一定の理解が得られるようになった．しかし生体運動の中には，細菌や原生生物

の表面運動や遊泳運動などのように，“モータータンパク質”のみでは説明できないメカニズ

ムが多数存在している．それらの動きは，運動超分子マシナリーとも言える高度に組織化さ

れた構造が内部の調和を保ちながら大きく動くことで生じ，その多様性には地球生命進化の

歴史が刻まれている．本領域では，生体運動のメカニズムの中でこれまでにあまり理解の得

られていないものを，最新の解析技術を駆使した原子レベルから超分子複合体レベルの研

究により解明する． 

 

本領域は，とりまとめの 2017年度まで提案に従って順調に展開した．総括班と 7つの計画

班，2013-2014年度に 28，2015-2016年度に 30の公募班で行われた研究は 2018年 6

月現在までに，442編の論文として発表され，40回のマスコミ報道を得た．その中には，59

編の領域内の共同研究論文を含んでいた．また本領域では，個々の研究テーマと分野の将

来について 2011年から現在まで途切れなく議論を続けてきた．今回の提案内容は，その議

論に立脚している．すなわち，毎年 2回の領域会議を 6月と 1月それぞれにクローズとオー

プンな形で行った．また，既存の学会と研究会を利用して，13回のシンポジウムをオーガナ

イズ，共催した．さらに，それらの機会を活用する形で，生体運動の分野の鍵を握る海外の

研究者 19名を招聘して議論を深めた．領域関係者が誰でも参加できる形でメーリングリスト

と facebookによる議論を日常的に行い，そこでの議論内容は，60,700文字にも及んだ． 

 

これらの実験と議論をもとに私たちは，運動マシナリーについて以下の結論に達した．すな

わち，従来型モータータンパク質やバクテリアべん毛モーター以外にも多数の生体運動が発

生し，現在も存在している．しかし，それは無制限に出現・定着したのではなく，既知の生物

については 18種類くらいに帰属できる．これら 18種類の力発生メカニズムの共通点は，ヌ

クレオチドなどの加水分解や膜横断電気化学ポテンシャルによるイオン流で生じる，局所的

な電場の変化を制御し，効率よく，微小なクーロン力を利用していることである．そして単純

な引力や斥力であるクーロン力から，力発生装置に少なくとも 17種類の多様性を生み出し

ている共通原理は，生体分子内，生体分子間，細胞構造などの間で起こっている力伝達過

程である． 

 

ここでは本領域の発表に関するデータについて報告する． 
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研究組織 

計画研究 

 領域代表者 宮田 真人(大阪市立大学・大学院理学研究科・教授) 

 

総 括 班 運動超分子マシナリーが織りなす調和と多様性の総括 

研究代表者 宮田 真人(大阪市立大学・大学院理学研究科・教授) 

研究分担者 本間 道夫(名古屋大学・大学院理学研究科・教授) 

研究分担者 加藤 貴之(大阪大学・大学院・生命機能研究科・特任准教授) 

研究分担者 伊藤 政博(東洋大学・生命科学部・教授) 

研究分担者 福森 義宏(金沢大学・理事) 

研究分担者 中山 浩次(長崎大学・医歯薬学総合研究科・教授) 

連携研究者 森 博幸(京都大学・ウィルス・再生医科学研究所・准教授) 

連携研究者 上田 太郎(早稲田大学・理工学術院・教授) 

連携研究者 小嶋 誠司(名古屋大学・大学院理学研究科・准教授) 

連携研究者 片山 栄作(大阪市立大学・大学院理学研究科・特任教授) 

連携研究者 古寺 哲幸(金沢大学・理工研究域・バイオＡＦＭ研究センター・准教授) 

連携研究者 田岡 東(金沢大学・理工研究域・准教授) 

連携研究者 川上 勝(山形大学・理工学研究科・機械システム工学科・准教授) 

連携研究者 神山 勉(名古屋大学・大学理学研究科・名誉教授) 

連携研究者 石渡 信一(早稲田大学・理工学術院・名誉教授) 

連携研究者 北 潔(東京大学・大学院医学系研究科・教授) 

連携研究者 笹川 千尋(千葉大学・真菌医学研究センター・センター長) 

連携研究者 難波 啓一(大阪大学・大学院・生命機能研究科・教授) 
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研究項目 A01 反復マシナリー研究 

A01-1(計画・宮田) マイコプラズマ滑走運動のメカニズム 

研究代表者 宮田 真人(大阪市立大学・大学院理学研究科・教授) 

研究分担者 西坂 崇之(学習院大学・理学部・教授) 

連携研究者 古寺 哲幸(金沢大学・理工研究域・バイオ AFM研究センター・准教授) 

 

A01-2(計画・森) タンパク質の分泌を駆動する反復モータの作動原理の解明 

研究代表者 森 博幸(京都大学・ウィルス・再生医科学研究所・准教授) 

連携研究者 塚崎 智也(奈良先端科学技術大学院大学・バイオサイエンス研究科・准教

授) 

 

研究項目 A02 回転マシナリー研究 

A02-1(計画・本間) べん毛超分子モーターの運動エネルギー変換メカニズム  

研究代表者 本間 道夫(名古屋大学・大学院理学研究科・教授) 

研究分担者 加藤 貴之(大阪大学・大学院・生命機能研究科・特任准教授) 

研究分担者 南野 徹(大阪大学・大学院・生命機能研究科・准教授) 

連携研究者 小嶋 誠司(名古屋大学・大学院理学研究科・准教授) 

連携研究者 児島 長次郎(大阪大学・蛋白質研究所・准教授) 

連携研究者 神取 秀樹(名古屋工業大学・大学院工学研究科・教授) 

 

A02-2(計画・伊藤政博) ハイブリッド型生物モーターのイオン選択透過分子機構の解明 

研究代表者 伊藤 政博(東洋大学・生命科学部・教授) 

連携研究者 今田 勝巳(大阪大学・大学院・理学研究科・高分子科学専攻・教授) 

連携研究者 高橋 優喜(東洋大学・バイオナノエレクトロニクス研究センター・研究助手) 

 

研究項目 A03 複雑系マシナリー研究 

A03-1(計画・中山) バクテロイデーテス細菌の滑走運動マシナリーの構造とダイナミクス 

研究代表者 中山 浩次(長崎大学・医歯薬学総合研究科・教授) 

研究分担者 佐藤 啓子(長崎大学・医歯薬学総合研究科・助教) 

連携研究者 中根 大介(学習院大学・理学部・助教) 

 

A03-2(計画・福森) 磁気感応運動マシナリーの構造機能相関 

研究代表者 福森 義宏(金沢大学・理事) 

連携研究者 田岡 東(金沢大学・理工研究域・准教授) 

 

A03-3(計画・上田) アメーバ運動を統御するアクチン構造多型マシナリー 
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研究代表者 上田 太郎(早稲田大学・理工学術院・教授) 

研究分担者 徳楽 清孝(室蘭工業大学・大学院工学研究科・准教授) 

研究分担者 長崎 晃(産業技術総合研究所・バイオメディカル研究部門・主任研究員) 

研究分担者 野口 太郎(都城工業高等専門学校・物質工学科・講師) 

連携研究者 片山 栄作(大阪市立大学・大学院理学研究科・特任教授) 

連携研究者 若林 健之(帝京大学・理工学部・教授) 

連携研究者 高野 光則(早稲田大学・理工学術院・教授) 

連携研究者 五味渕 由貴(帝京大学・理工学部・博士研究員) 

 

公募研究(平成 25年度～平成 26年度) 

A01 (公募・佐藤) 膜運動を生み出す小胞形成マシナリーの作動機構の解明 

研究代表者 佐藤 健(東京大学・大学院総合文化研究科・准教授) 

連携研究者 依光 明宏(東京大学・大学院総合文化研究科・助教) 

 

A01 (公募・豊島) モーター超分子複合体の分子構築と運動制御機構の解明 

研究代表者 豊島 陽子(東京大学・大学院総合文化研究科・教授) 

連携研究者 村山 尚(順天堂大学・医学部・准教授) 

 

A01 (公募・新井) マイコプラズマ Gli349 タンパク質の構造ダイナミクス解析 

研究代表者 新井 宗仁(東京大学・大学院総合文化研究科・准教授) 

連携研究者 林 勇樹（東京大学・大学院総合文化研究科・助教） 

 

A01 (公募・西山) 極限環境下にある超好熱始原菌の運動観察 

研究代表者 西山 雅祥(京都大学・医学研究科・研究員) 

 

A01 (公募・荒田) ESR動的解析法による筋運動スイッチマシナリーと常磁性イオン流モー

ターの解明  

研究代表者 荒田 敏昭(大阪大学・大学院・理学研究科・准教授) 

連携研究者 大庭 裕範(東北大学・多元物質科学研究所・准教授) 

連携研究者 植木 正二(徳島文理大学・香川薬学部・講師) 

連携研究者 桑原 直之(高エネルギー加速器研究機構・物質構造科学研究所・研究員) 

連携研究者 三木 正雄(福井大学・大学院工学研究科・名誉教授) 

連携研究者 渥美 龍男(岐阜医療科大学・保険科学部・准教授) 

 

A01 (公募・園部) イカダケイソウのミオシン様タンパク質の同定 

研究代表者 園部 誠司(兵庫県立大学・生命理学・准教授) 
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A01 (公募・神谷) 真核生物鞭毛の滑走運動：その生理的意味とメカニズム 

研究代表者 神谷 律(学習院大学・理学部・客員教授) 

 

A01 (公募・若林) アクチントレッドミリングによるアメーバ細胞運動の原子構造解析に基づく

解明 

研究代表者 若林 健之(帝京大学・理工学部・教授) 

 

A01 (公募・島袋) 線虫精子のアメーバ運動メカニズム 

研究代表者 島袋 勝弥(宇部工業高等専門学校・物質工学科・准教授) 

連携研究者 紺野 宏記(金沢大学・理工研究域・バイオＡＦＭ研究センター・准教授) 

 

A01 (公募・見理) 肺炎マイコプラズマの接着滑走マシナリーの微細構造解明と構成タンパ

ク質の構造解析 

研究代表者 見理 剛(国立感染症研究所・細菌第二部・主任研究官) 

連携研究者 森 茂太郎(国立感染症研究所・細菌第二部・室長) 

連携研究者 清水 隆(山口大学・農学部・准教授) 

 

A02 (公募・渡邉) ＡＴＰ合成酵素を中心としたイオン駆動型分子モーターの普遍的作動原

理の解明 

研究代表者 渡邉 力也(東京大学・大学院工学系研究科・講師) 

 

A03 (公募・中村) スピロヘータの推進力発生メカニズム 

研究代表者 中村 修一(東北大学・大学院工学研究科・助教) 

 

A03 (公募・ 若林) 真核生物鞭毛軸糸における運動調節超分子の規則的配列機構 

研究代表者 若林 憲一(東京工業大学・科学技術創成研究院・准教授) 

 

A03 (公募・垣内) 黄色ブドウ球菌の新規移動様式の分子機構 

研究代表者 垣内 力(東京大学・大学院薬学系研究科(薬学部)・准教授) 

連携研究者 関水 和久(東京大学・大学院薬学系研究科(薬学部)・教授) 

 

A03 (公募・増田) 青色光に依存したシアノバクテリア光走性の分子メカニズム 

研究代表者 増田 真二(東京工業大学・バイオ研究基盤支援総合センター・教授) 

 

A03 (公募・上原) 細胞質分裂をつかさどる逆平行微小管超分子マシナリーが動く仕組み 



7 

 

研究代表者 上原 亮太(北海道大学・創成研究機構・特任助教) 

 

A03 (公募・岩崎) ミドリムシにおける走光性制御マシナリーの解明 

研究代表者 岩崎 憲治(大阪大学・蛋白質研究所・准教授) 

連携研究者 渡辺 正勝(光産業創成大学院大学・特任教授) 

連携研究者 村田 和義(生理学研究所・形態情報解析室・准教授) 

連携研究者 朴 三用(横浜市立大学・生命医科学研究科・教授) 

 

A03 (公募・岩楯) 繊毛群のメタクロナールウェーブ伝達機構 

研究代表者 岩楯 好昭(山口大学・医学系研究科・准教授) 

 

A03 (公募・武谷) 筋肉の超分子マシナリー「サルコメア」の構築と恒常性維持機構  

研究代表者 武谷 立(宮崎大学・医学部・教授) 

 

A03 (公募・片山) 新たな染色体分配因子の運動と機能の分子機構解析 

研究代表者 片山 勉(九州大学・薬学研究院・教授) 

 

A03 (公募・小椋) 運動マシナリーとしての AAA型分子シャペロン 

研究代表者 小椋 光(熊本大学・発生医学研究所・教授) 

連携研究者 山本 大輔(福岡大学・理学部・准教授) 

 

A03 (公募・春田) 糸状性光合成細菌クロロフレクサス アグリガンスの高速滑走運動を可

能にする分子機構 

研究代表者 春田 伸(首都大学東京・理工学研究科・准教授) 

連携研究者 松浦 克美(首都大学東京・理工学研究科・教授) 

 

A03 (公募・林) プラスミド分配を制御する TubZ重合分子モーターの構造機能解析 

研究代表者 林 郁子(横浜市立大学・生命医科学研究科・准教授) 

連携研究者 豊岡 公徳(理化学研究所・環境資源科学研究センター・上級研究員) 

連携研究者 佐藤 繭子(福岡県立大学・看護学部・助教) 

 

A03 (公募・馬渕) 分裂酵母収縮環の in vitro収縮系を用いた細胞質分裂の機構解明 

研究代表者 馬渕 一誠(学習院大学・理学部・教授) 

連携研究者 臼倉 治郎(名古屋大学・工学部・教授) 

 

A03 (公募・高野) アクチンの構造多型性・協同性・応答特性の分子機構 
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研究代表者 高野 光則(早稲田大学・理工学術院・教授) 

連携研究者 大貫 隼（早稲田大学・理工学術院・助手) 

  

A03 (公募・和田) バクテリア滑走マシナリーの幾何学と力学 

研究代表者 和田 浩史(立命館大学・理工学部・教授) 

連携研究者 中根 大介(学習院大学・理学部・助教) 

連携研究者 Husuan-Yi Chen(国立中央大学(台湾)・教授) 

  

A03 (公募・塩見) バクテリア細胞骨格タンパク質複合体の構築と制御機構の解析 

研究代表者 塩見 大輔(立教大学・理学部・准教授) 

 

A03 (公募・野口) 精子競争により進化し多様化した運動マシナリーのモデル化 

研究代表者 野口 立彦(防衛医科大学校・医学教育部医学科 助教) 

 

公募研究(平成 27年度～平成 28年度) 

A01 (公募・稲葉) 多機能運動装置ハプトネマが示す新規微小管系屈曲運動のメカニズム 

研究代表者 稲葉 一男(筑波大学・生命環境系・教授) 

連携研究者 柴 小菊(筑波大学・生命環境系・助教) 

連携研究者 広瀬 恵子(産業技術総合研究所・バイオメディカル研究部門・上級主任

研究員) 

 

A01 (公募・豊島) ダイニンと制御タンパク質の超分子複合体による多様な運動モードの制

御マシナリー 

研究代表者 豊島 陽子(東京大学・大学院総合文化研究科・教授) 

連携研究者 村山 尚(順天堂大学・医学部・准教授) 

 

A01 (公募・新井) マイコプラズマ滑走タンパク質の構造ダイナミクス解析 

研究代表者 新井 宗仁(東京大学・大学院総合文化研究科・准教授) 

連携研究者 林 勇樹(東京大学・大学院総合文化研究科・助教) 

 

A01 (公募・池上) 軸糸微小管翻訳後修飾による軸糸ダイニンの運動活性変化 

研究代表者 池上 浩司(浜松医科大学・医学部・准教授) 

連携研究者 西坂 崇之(学習院大学・理学部・教授) 

連携研究者 枝松 正樹(東京大学・大学院総合文化研究科・助教) 

 

A01 (公募・西山) 極限環境下にある深海微生物の生存戦略イメージング 
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研究代表者 西山 雅祥(京都大学・白眉センター・特定准教授) 

連携研究者 加藤 千明(国立研究開発法人海洋研究開発機構・海洋生物多様性研究

分野・シニアスタッフ) 

 

A01 (公募・神谷) 真核生物鞭毛の表面運動：現象の普遍性と膜ダイナミクス 

研究代表者 神谷 律(学習院大学・理学部・客員教授) 

 

A01 (公募・見理) 肺炎マイコプラズマの接着滑走マシナリーの微細構造解明と構成タンパ

ク質の構造解析  

研究代表者 見理 剛(国立感染症研究所・細菌第二部・主任研究官) 

連携研究者 森 茂太郎(国立感染症研究所・細菌第二部・室長) 

連携研究者 清水 隆(山口大学・農学部・准教授) 

 

A02 (公募・渡邉) 膜電位駆動型分子モーターの運動制御機構の解明 

研究代表者 渡邉 力也(東京大学・大学院工学系研究科・講師) 

連携研究者 曽我 直樹(東京大学・大学院工学系研究科・助教) 

 

A02 (公募・錦見) 免疫細胞におけるインテグリン動態制御マシナリーの解明 

研究代表者 錦見 昭彦(北里大学・理学部・准教授) 

連携研究者 片桐 晃子(北里大学・理学部・教授) 

連携研究者 石原 沙耶花(北里大学・理学部・助手) 

 

A02 (公募・曽和) バクテリアべん毛モーターの超分子構築過程の解析 

研究代表者 曽和 義幸(法政大学・生命科学部・准教授) 

 

A03 (公募・加藤) 原生動物の宿主細胞侵入マシナリーの作動原理の解明と構造解析 

研究代表者 加藤 健太郎(帯広畜産大学・原虫病研究センター・准教授) 

連携研究者 田之倉 優(東京大学・大学院農学生命科学研究科・特任教授) 

 

A03 (公募・中村) スピロヘータ運動の変形と力学  

研究代表者 中村 修一(東北大学・大学院工学研究科・助教) 

連携研究者 小泉 信夫(国立感染症研究所・細菌第一部・主任研究官) 

連携研究者 林 史夫(群馬大学・研究産業連携戦略推進機構・准教授) 

 

A03 (公募・伊藤光二) 運動タンパク質素子による原形質流動の自律的構築   

研究代表者 伊藤 光二(千葉大学・大学院理学研究科・教授) 
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連携研究者 平塚 祐一(北陸先端科学技術大学院大学・マテリアル研究科・准教授) 

 

A03 (公募・須河) 重合体フィラメントの動的構造多型と結合タンパクの協同的結合の構造

機能相関の解明  

研究代表者 須河 光弘(東京大学・大学院総合文化研究科・助教) 

連携研究者 矢島 潤一郎(東京大学・大学院総合文化研究科・准教授) 

連携研究者 岩根 敦子(国立研究開発法人理化学研究所・生命システム研究センタ

ー・グループリーダー) 

 

A03 (公募・若林) クラミドモナス走光性発現メカニズムとその分子基盤 

研究代表者 若林 憲一(東京工業大学・科学技術創成研究院・准教授) 

 

A03 (公募・田代) 細菌の浮揚性を司るガス小胞の構造と運動多様性出現機構の解明 

研究代表者 田代 陽介(静岡大学・工学部・助教) 

 

A03 (公募・五島) 微小管先端運動マシナリー構築  

研究代表者 五島 剛太(名古屋大学・理学研究科・教授) 

 

A03 (公募・進藤) In vivo細胞集団動態制御と運動マシナリー 

研究代表者 進藤 麻子(名古屋大学・理学研究科・助教) 

連携研究者 木下 専(名古屋大学・理学研究科・教授) 

連携研究者 臼倉 治郎(名古屋大学・理学研究科・名誉教授) 

連携研究者 上野 直人(基礎生物学研究所・形態形成研究部門・教授) 

 

A03 (公募・申) 膜運動におけるリン脂質の量的・質的変化の作用機序  

研究代表者 申 恵媛(京都大学・薬学研究科・准教授) 

 

A01 (公募・杉村) 外力が駆動する細胞集団運動を支えるアクチン細胞骨格制御の解明 

研究代表者 杉村 薫(京都大学・口頭研究院・特定拠点准教授) 

 

A03 (公募・久堀) 病原性ＩＶ型分泌マシナリーの全構造解析 

研究代表者 久堀 智子(大阪大学・微生物病研究所・特任講師) 

連携研究者 岩崎 憲治(大阪大学・蛋白質研究所・准教授) 

連携研究者 川本 晃大(大阪大学・たんぱく質研究所・研究員) 

連携研究者 今田 勝巳(大阪大学・大学院・理学研究科・高分子科学専攻・教授) 
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A03 (公募・岩楯) 細胞弾性で伝わる繊毛メタクロナールウェーブの分子メカニズムと普遍

性 

研究代表者 岩楯 好昭(山口大学・医学系研究科・准教授)  

 

A03 (公募・安永) 細胞内アクチン繊維及び再構成アクチン繊維の動的構造変化の検出 

研究代表者 安永 卓生(九州工業大学・大学院情報工学研究院・教授) 

 

A03 (公募・林) 重合分子モーターにより制御されるプラスミド分配装置の分子機構 

研究代表者 林 郁子(横浜市立大学・生命医科学研究科・准教授) 

連携研究者 平野 久(横浜市立大学・生命医科学研究科・特任教授) 

連携研究者 安永 卓生(九州工業大学・大学院情報工学研究院・教授) 

 

A03 (公募・八木) 軸糸直径変化による鞭毛繊毛運動の調節機構   

研究代表者 八木 俊樹(県立広島大学・生命環境学部・教授) 

 

A03 (公募・中根) べん毛を持たずに高速遊泳運動をするバクテリア  

研究代表者 中根 大介(学習院大学・理学部・助教) 

連携研究者 和田 浩史(立命館大学・理工学部・教授) 

 

A03 (公募・玉腰) 高温平面で細胞の移動を促す線毛運動のメカニズム    

研究代表者 玉腰 雅忠(東京薬科大学・生命科学部・准教) 

連携研究者 小池 あゆみ(神奈川工科大学・応用バイオ科学部・教授) 

 

A03 (公募・塩見) バクテリア形態形成を制御する複合体の動態と機能解析     

研究代表者 塩見 大輔(大阪市立大学・大学院理学研究科・准教授) 

 

A03 (公募・岡田) アメーバ運動の兵站を制御する微小管の共同的構造多型変換    

研究代表者 岡田 康志(国立研究開発法人理化学研究所・生命システム研究センタ

ー・チームリーダー) 

連携研究者 神原 丈敏（国立研究開発法人理化学研究所・生命システム研究センタ

ー・研究員）  

 

A03 (公募・森本) 協調的アメーバ運動を司る局所的膜電位ゆらぎの計測    

研究代表者 森本 雄祐(九州工業大学・大学院情報工学研究院・助教) 
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交付決定額(配分額) 

 合計 直接経費 間接経費 

平成 24年度 303,420,000円 233,400,000円 70,200,000円 

平成 25年度 277,580,000円 236,000,000円 40,980,000円 

平成 26年度 271,990,000円 232,300,000円 39,690,000円 

平成 27年度 270,170,000円 230,900,000円 39,270,000円 

平成 28年度 268,220,000円 229,400,000円 38,820,000円 

総計 1,391,380,000円 1,162,600,000円 228,780,000円 

 

 

研究発表 

雑誌論文 

 

主な論文等一覧 

総 括 班 計 13本(査読有 11件、査読無 2件) 

1. *Katayama E, Kodera N 

Unconventional imaging methods to capture transient structures during actomyosin 

interaction. International Journal of Molecular Sciences 19. 1402. (2018) 査読

有 

2. Mohamed MS, Kobayashi A, Taoka A, Watanabe-Nakayama T, Kikuchi Y, Hazawa 

M, Minamoto T, Fukumori Y, Kodera N, Uchihashi T, Ando T, *Wong RW 

High-speed atomic force microscopy reveals loss of nuclear pore resilience as a 

dying code in colorectal cancer cells. ACS Nano 11, 5567-5578. (2017). 査読有 

3. *宮田真人 

特集によせて 生物工学会誌 96, 4. 182. (2018) 査読無 

4. *宮田真人 

巻頭言，生きものって何？ 生物物理 57，283. (2017) 査読無 

5. 浜口祐，川上勝，宮田真人 

汎用 3Dプリンターを用いた発光模型 生物物理 57，(2017) 査読有 

6. Kawamoto A, *Namba K 

Structural study of the bacterial flagellar basal body by electron cryomicroscopy 

and image analysis. Methods in Molecular Biology 1593, 119-131. (2017) 査読

有 

7. Furukawa Y, Inoue Y, Sakaguchi A, Mori Y, Fukumura T, Miyata M, *Namba K, 

*Minamino T 

Structural stability of flagellin subunit affects the rate of flagellin export in the 
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absence of FliS chaperone. Molecular Microbiology 102, 405-416 (2016) 査読有 

8. 難波啓一, 加藤貴之, 藤井高志 

クライオ電子顕微鏡が拓く生命科学の新しいフロンティア 実験医学 32, 39-44. (2014) 

査読有 

9. 小嶋誠司，政池知子，南野徹，宮田真人 

Following the random walk：Howard Berg先生インタビュー 生物物理 54, 226-229. 

(2014) 査読有 

10. Ueta M, *Wada C, Daifuku T, Sako Y, Bessho Y, Kitamura A, Ohniwa RL, Morikawa 

K, Yoshida H, Kato T, Miyata T, Namba K, Wada A 

Conservation of two distinct types of 100S ribosome in bacteria. Genes to Cells 18, 

554-574. (2013) 査読有 

11. Zhang S-D, Petersen N, Zhang W-J, Cargou S, Ruan J, Murat D, Santini CL, Song 

T, Kato T, Notareschi P, Li Y, Namba K, Gue An-M, *Wu LF 

Swimming behavior and magnetotaxis function of the marine bacterium strain 

MO-1. Environmental Microbiology Reports 6, 14-20. (2014) 査読有 

12. 加藤貴之, 阮娟芳, 難波啓一 

生体超分子ナノマシンとしての細菌べん毛モーター 化学と工業 66, 370-381. (2013) 

査読有 

13. 加藤貴之, 阮娟芳 

磁性細菌の水平連結六方 7連べん毛モーターの回転機構. 生物物理 54, 24-25. 

(2014) 査読有 

 

研究項目 A01 反復マシナリー研究 

A01-1(計画・宮田) 計 29本(査読有 25件、査読無 4件) 

1. Mizutani M, Tulum I, Kinosita Y, Nishizaka T, *Miyata M 

Detailed analyses of stall force generation in Mycoplasma mobile gliding. 

Biophysical Journal 114, 1411-1409. (2018) 査読有 

2. Trussart M, Yus E, Martinez S, Baù D, Tahara YO, Pengo T, Widjaja M, Kretschmer 

S, Swoger J, Miyata M, Marti-Renom MA, *Lluch-Senar M, and *Serrano L 

Defined chromosome structure in a genome-reduced Mycoplasma pneumonia. 

Nature Communications 8, 14665. (2017) 査読有 

3. Terahara N, Tulum I and *Miyata M 

Transformation of crustacean pathogenic bacterium Spiroplasma eriocheiris and 

expression of yellow fluorescent protein. Biochemical and Biophysical Research 

Communication 487, 488-493. (2017) 査読有 

4. Mizutani M, *Miyata M 
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Force measurement on Mycoplasma mobile gliding using optical tweezers. Bio 

protocol 7, Iss 3, 2/5/2017. (2017) 査読有 

5. Liu P, Zheng H, Meng Q, Terahara N, Gu W, Wang S, Zhao G, Nakane D, Wang W, 

*Miyata M 

Chemotaxis without conventional two-component system, based on cell polarity 

and aerobic conditions in helicity-switching swimming of Spiroplasma eriocheiris. 

Frontiers in Microbiology 8, 58. (2017) 査読有 

6. Kawakita Y, Kinoshita M, Furukawa Y, Tulum I, Tahara YO, Katayama E, Namba K, 

*Miyata M 

Structural study of MPN387, an essential protein for gliding motility of a human 

pathogenic bacterium, Mycoplasma pneumoniae. Journal of Bacteriology 198, 

2352-2359. (2016) 査読有 

7. *Miyata M Hamaguchi T 

Integrated information and prospects for gliding mechanism of the pathogenic 

bacterium Mycoplasma pneumoniae. Frontiers in Microbiology 7, 960. (2016) 査

読有 

8. Tanaka A, Nakane D, Mizutani M, Nishizaka T, *Miyata M 

Directed binding of gliding bacterium, Mycoplasma mobile, shown by detachment 

force and bond lifetime. mBio 7, e00455-16. (2016) 査読有 

9. Kawamoto A, Matsuo L, Kato T, Yamamoto H, Namba K, *Miyata M 

Periodicity in attachment organelle revealed by electron cryotomography suggests 

conformational changes in gliding mechanism of Mycoplasma pneumoniae. mBio 

7, e00243-16. (2016) 査読有 

10. Morio H, Kasai T, *Miyata M 

Gliding direction of Mycoplasma mobile. Journal of Bacteriology 198, 283-90. 

(2015) 査読有 

11. Nakane D, Kenri T, Matsuo L, *Miyata M 

Systematic structural analyses of attachment organelle in Mycoplasma 

pneumoniae. PLOS Pathogens 11, e1005299. (2015) 査読有 

12. Lee W, Kinosita Y, Oh Y, Mikami N, Yang H, Miyata M, Nishizaka T, *Kim D 

Three-Dimensional superlocalization imaging of gliding Mycoplasma mobile by 

extraordinary light transmission through arrayed nanoholes. ACS Nano 9: 

10896-10908. (2015) 査読有 

13. Kasai T, Hamaguchi T, *Miyata M 

Gliding motility of Mycoplasma mobile on uniform oligosaccharides. Journal of 

Bacteriology 197, 2952-2957 (2015) (selected for cover) 査読有 
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14. Kinosita Y, Nakane D, Sugawa M, Masaike T, Mizutani K, *Miyata M, *Nishizaka T 

Unitary step of gliding machinery in Mycoplasma mobile. Proceedings of the 

National Academy of Sciences of the United States of America 111, 8601-8606. 

(2014) 査読有 

15. Tulum I, Yabe M, Uenoyama A, *Miyata M 

Localization of P42 and an F1-ATPase α-subunit homolog of the gliding machinery 

in Mycoplasma mobile revealed by newly developed gene manipulation and 

fluorescent protein tagging. Journal of Bacteriology 196, 1815-1824. (2014) 

(selected for cover) 査読有 

16. Kasai T, *Miyata M 

Analyzing inhibitory effects of reagents on Mycoplasma gliding and adhesion. 

Bio-protocol 3, e829. (2013) 査読有 

17. Kasai T, Nakane D, Ishida H, Ando H, Kiso M, *Miyata M 

Role of binding in Mycoplasma mobile and Mycoplasma pneumoniae gliding 

analyzed through inhibition by synthesized sialylated compounds. Journal of 

Bacteriology 195, 429-435. (2013) 査読有 

18. Wu HN and *Miyata M 

Whole surface image of Mycoplasma mobile, suggested by protein identification 

and immunofluorescence microscopy. Journal of Bacteriology 194, 5848-5855. 

(2012) 査読有 

19. Adan-Kubo J, Yoshii SH, Kono H and *Miyata M 

Molecular structure of isolated MvspI, a variable surface protein of the fish 

pathogen Mycoplasma mobile. Journal of Bacteriology 194, 3050-3057.(2012) 

査読有 

20. Wu HN, Kawaguchi C, Nakane D, *Miyata M 

“Mycoplasmal antigen modulation”, a novel surface variation suggested for a 

lipoprotein specifically localized on Mycoplasma mobile. Current Microbiology 64, 

433-440. (2012) 査読有 

21. *Sato C, Manaka S, Nakane D, Nishiyama H, Suga M, Nishizaka T, Miyata M, 

Maruyama Y. 

Rapid imaging of mycoplasma in solution using Atmospheric Scanning Electron 

Microscopy (ASEM). Biochemical and Biophysical Research Communications 

417, 1213-1218. (2012) 査読有 

22. Nakane D, *Miyata M 

Mycoplasma mobile cells elongated by detergent and their pivoting movements in 

gliding. Journal of Bacteriology 194, 122-130.(2012) (selected for cover 
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illustration). 査読有 

23. *Miyata M, Hamaguchi T 

Prospects for the gliding mechanism of Mycoplasma mobile. Current Opinion in 

Microbiology 29, 15-21. (2016) 査読有 

24. *Miyata M, Nakane D 

Gliding mechanism of Mycoplasma pneumoniae subgroup -implication from 

Mycoplasma mobile-. In (Browning, G. and Citti, C., ed) Mollicutes: Molecular 

Biology and Pathogenesis, Caister Academic Press. Nolfork, pp237-252. (2013) 

査読有 

25. 宮田真人  

肺炎病原菌，マイコプラズマの滑走運動. 化学療法の領域 275-281(2017) 査読無 

26. 宮田真人  

マイコプラズマの運動機構. 神谷 茂ら編，「最新マイコプラズマ学」, 19-24(2016) 査読

有 

27. 宮田真人 

マイコプラズマ・モービレの滑走運動～運動マシナリーの多様性から見えるもの(前編)

～. 生物工学会誌，96, 4. 200-203. (2018) 査読無 

28. 宮田真人 

生体分子マシンの基礎. 日本化学会編，「CSJレビュー26 分子マシンの科学 分子の

動きとその機能を見る」, 14-21. (2017) 査読無 

29. 宮田真人 

最小微生物，マイコプラズマのユニークな滑走運動. 日本化学会編，「CSJ レビュー26 

分子マシンの科学 分子の動きとその機能を見る」，68-75. (2017) 査読無 

 

 

A01-2(計画・森) 計 13本(査読有 12件、査読無 1件) 

1. *Ito K, Mori H, Chiba S 

Monitoring substrate enables real-time regulation of a protein localization pathway. 

(Minireview) FEMS Microbiology Letters.365, in press. (2018) 査読有 

2. *Mori H, Sakashita S, Ito J, Ishii E, Akiyama Y 

Identification and characterization of arrest motif in VemP by systematic mutational 

analysis. Journal of Biological Chemistry 293, 2915-2926. (2018) 査読有 

3. Miyazaki R, Myogo N, Mori H, *Akiyama Y 

A new photo-cross-linking approach for analysis of protein dynamics in vivo. 

Journal of Biological Chemistry 293, 677-686. (2018) 査読有 

4. Daimon Y, Masui C, Tanaka Y, Shiota T, Suzuki T, Miyazaki R, Sakurada H, Lithgow 
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towards LC3-associated phagocytosis. Scientific reports 7, 44795. (2017) 査読

有, 

2. Kubori T, *Nagai H 

The type IVB secretion system: an enigmatic chimera. Current Opinion in 

Microbiology 29, 22-29. (2016) 査読有, 

3. *Kubori T 

Life with bacterial secretion systems. PLOS Pathogens 12(8), e1005562. (2016) 

査読有 

4. Kuroda T, Kubori T, Bui TX, Hyakutake A, Uchida Y, *Imada K, *Nagai H 

Molecular and structural analysis of Legionella DotI gives insights into an inner 

membrane complex essential for type IV secretion. Scientific reports 5, 10192. 

(2015) 査読有, 
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A03 (公募・安永) 計4件(査読有4件、査読無0件) 

1. Jin M, Pomp O, Shinoda T, Toba S, Torisawa T, Furuta K, Oiwa K, Yasunaga T, 

Kitagawa D, Matsumura S, Miyata T, Tan TT, Reversade B, *Hirotsune S 

Katanin p80, NuMA and cytoplasmic dynein cooperate to control microtubule 

dynamics. Scientific Reports 7, 39902. (2017) 査読有 

2. Aramaki S, Mayanagi K, Jin M, Aoyama K, *Yasunaga T 

Filopodia formation by cross‐linking of F‐actin with Fascin in two different 

binding manners. Cytoskeleton 73(7), 365-374. (2016) 査読有 

3. Toba S, Koyasako K, Yasunaga T, *Hirotsune S 

Lis1 restricts the conformational changes in cytoplasmic dynein on microtubules, 

Microscopy, 64(6), 419-27 (2015) 査読有 

4. Ishida R, Yamamto A, Nakayama K, Sohda M, Misumi Y, Yasunaga T, *Nakamura 

N 

GM130 is a parallel tetramer with a flexible rod-like structure and N–terminally open 

(Y-shaped) and closed (I-shaped) conformations, FEBS Journal, 282(11), 

2232-2244. (2015) 査読有 

 

A03 (公募・八木) 計 4件(査読有 2件、査読無 2件) 

1. Ichikawa M, Saito K, Yanagisawa HA, Yagi T, Kamiya R, Yamaguchi S, Yajima J, 

Kushida Y, Nakano K, Numata O, *Toyoshima YY 

Axonemal dynein light chain-1 locates at the microtubule-binding domain of the γ 

heavy chain. Molecular Biology of the Cell 26(23), 4236-47. (2015) 査読有 

2. Yagi T. and Kamiya R.  

Genetic approaches to axonemal dynein function in Chlamydomonas and other 

organisms.  Dyneins (2nd edition) (King SM, editor) Chapter 9. Elsevier, 

Amsterdam. In press. (分担執筆) (2018) 査読無 

3. Yagi T. and Kamiya R 

Diversity of chlamydomonas axonemal dyneins. Handbook of dynein (2nd edition)  

(K.Hirose & LA. Amos, editior)  Chapter 13. Pan Stanford Publishing Pte Ltd. In 

press. (分担執筆) (2018) 査読無 

4. *Kamimura S, Fujita Y, Wada Y, Yagi T, Iwamoto H 

X-ray fiber diffraction analysis shows dynamic changes in axial tubulin repeats in 

native microtubules depending on paclitaxel content, temperature and 

GTP-hydrolysis. Cytoskeleton (Hoboken) 73(3), 131-144. (2016) 査読有 
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A03 (公募・中根) 計 2件 (査読有 2件、査読無 0件) 

1. Nakane D,*Nishizaka T 

Asymmetric distribution of type IV pili triggered by directional light in unicellular 

cyanobacteria. Proceedings of the National Academy of Sciences of the 

United States of America 114(25), 6593-6598. (2017) 査読有 

2. Kinosita Y, *Uchida N, Nakane D,*Nishizaka T 

Direct observation of rotation and steps of the archaellum in the swimming 

halophilic archaeon Halobacterium salinarum. Nature Microbiology 1, 16148. 

(2016) 査読有  

 

A03 (公募・岡田) 計 4件(査読有 4件、査読無 0件) 

1. Takeshima T, Takahashi T, Yamashita J, Okada Y, *Watanabe S 

A multi-emitter fitting algorithm for potential live cell super-resolution imaging over a 

wide range of molecular densities. Journal of Microscopy, (2018) in press. 

2. Ueno A, Omori Y, Sugita Y, Watanabe S, Chaya T, Kozuka T, Kon T, Yoshida 

S, Matsushita K, Kuwahara R, Kajimura N, Okada Y, *Furukawa T 

Lrit1, a retinal transmembrane protein, regulates selective synapse formation in 

cone photoreceptor cells and visual acuity. Cell Reports 22(13), 3548-3561. (2018) 

査読有 

3. Chiba K, Chien K, Sobu Y, Hata S, Kato S, Nakaya T, Okada Y, Nairn AC, Kinjo M, 

Taru H, Wang R, *Suzuki T 

Phosphorylation of KLC1 modifies interaction with JIP1 and abolishes the 

enhanced fast velocity of APP transport by kinesin-1. Molecular Biology of the 

Cell 28, 3857-3869. (2017) 査読有 

4. Nozaki T, Imai R, Tanbo M, Nagashima R, Tamura S, Tani T, Joti Y, Tomita M, 

Hibino K, Kanemaki MT, Wendt KS, Okada Y, Nagai T, *Maeshima K 

Dynamic organization of chromatin domains revealed by super-resolution live-cell 

imaging. Molecular Cell 67, 282-293. (2017) 査読有 

 

A03 (公募・森本) 計 14件(査読有 14件、査読無 0件) 

1. Pervin MS, Itoh G, Talukder MSU, Fujimoto K, Morimoto YV, Tanaka M, Ueda M, 

*Yumura S 

A study of wound repair in Dictyostelium cells by using novel laserporation. 

Scientific reports 8(1), 7969. (2018) 査読有 

2. Terahara N, Inoue Y, Kodera N, Morimoto YV, Uchihashi T, Imada K, Ando T, 

*Namba K, *Minamino T 
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Insight into structural remodeling of the FlhA ring responsible for bacterial flagellar 

type III protein export. Scientific Advances 4(4), eaao7054. (2018) 査読有 

3. Inoue Y, Morimoto YV, *Namba K, *Minamino T. 

Novel insights into the mechanism of well-ordered assembly of bacterial flagellar 

proteins in Salmonella. Scientific reports 8(1), 1787. (2018) 査読有 

4. Terashima H, Kawamoto A, Morimoto YV, Imada K, *Minamino T. 

Structural differences in the bacterial flagellar motor among bacterial species. 

Biophysics and Physicobiology 14, 191-198. (2017) 査読有 

5. 森本雄祐, 上池伸徳, 難波啓一, 南野徹 

バクテリア 1細胞内における局所 pH計測. 生物物理 57, 296-298. (2017) 査読有 

6. *Morimoto YV, Minamino T 

Stoichiometry and turnover of the stator and rotor. Methods in Molecular Biology 

(The Bacterial Flagellum: Methods and Protocols) 1593. 203-213. (2017) 査読有 

7. Hiraoka KD, Morimoto YV, Inoue Y, Fujii T, Miyata T, Makino F, *Minamino T, 

*Namba K 

Straight and rigid flagellar hook made by insertion of the FlgG specific sequence 

into FlgE. Scientific Reports 7, 76723. (2017) 査読有 

8. Morimoto YV, Kami-ike N, Miyata T, Kawamoto A, Kato T, *Namba K, *Minamino T 

High-resolution pH imaging of living bacterial cells to detect local pH differences. 

mBio 7(6), e01911-16. (2016) 査読有 

9. *Minamino T, Kinoshita M, Inoue Y, Morimoto YV, Ihara K, Koya S, Hara N, 

Nishioka N, Kojima S, Homma M, Namba K 

FliH and FliI ensure efficient energy coupling of flagellar type III protein export in 

Salmonella. Microbiologyopen 5, 424-435.(2016) 査読有 

10. *Minamino T, Morimoto YV, Hara N, Aldridge PD, *Namba K 

The bacterial flagellar type III export gate complex is a dual fuel engine that can use 

both H+ and Na+ for flagellar protein export. PLOS Pathogens 12, e1005495 

(2016) 査読有 

11. Baker MA, Hynson RM, Ganuelas LA, Mohammadi NS, Liew CW, Rey AA, Duff AP, 

Whitten AE, Jeffries CM, Delalez NJ, Morimoto YV, Stock D, Armitage JP, 

Turberfield AJ, Namba K, Berry RM, *Lee LK 

Domain-swap polymerization drives the self-assembly of the bacterial flagellar 

motor. Nature Structural & Molecular Biology 23, 197-203 (2016) 査読有 

12. *Morimoto YV, Minamino T 

Stoichiometry and turnover of the stator and rotor. Methods in Molecular Biology 

1593, 203-213. (2017) 査読有 
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13. Morimoto YV, Namba K, *Minamino T 

Bacterial intracellular sodium ion measurement using CoroNa Green.Bio-protocol 

7(1), e2092. (2017) 査読有 

14. Morimoto YV, Namba K, *Minamino T 

Measurements of free-swimming speed of motile Salmonella cells in liquid media. 

Bio-protocol 7(1), e2093. (2017) 査読有 

 

学会発表 

(領域報告書用シンポジウム共催、協賛リスト) 

1. 公開国際シンポジウム「運動超分子が織りなす調和と多様性」最終報告会 

2017年 9月、名古屋大学 ESホール(名古屋市) 

2. 第 90回日本細菌学会総会(共催) 2017年 3月、仙台国際センター(仙台市) 

シンポジウム：最近の細菌線毛研究 

シンポジウムオーガナイザー：中山浩次、宮田真人 

3. OIST International Workshop on Bacterial Flagella, Injectisomes and Type III 

Secretion System(協賛)  2017年 3月、沖縄科学技術大学院大学(OIST)(沖縄県国

頭郡) 

オーガナイザー：本間道夫、難波啓一 

4. 生体運動研究合同班会議 2017(共催)  2016年 1月、神戸国際会議場(神戸市) 

領域ミーティングを開催 

5. IGER International Symposium on Now in actin study: Motor protein research 

reaching a new stage(協賛)   2016年 12月、名古屋大学 ESホール(名古屋市) 

オーガナイザー：上田太郎、難波啓一、本間道夫 

6. 第 54回日本生物物理学会年会(共催)  2016年 11月、つくば国際会議場(つくば市) 

シンポジウム：運動超分子マシナリーが織りなす調和と多様性 

シンポジウムオーガナイザー：宮田真人、上田太郎 

7. 蛋白研セミナー・第 6回分子モーター討論会『分子モーター研究の最前線』 

2016年 7月、大阪大学蛋白質研究所(吹田市) 

シンポジウム：新しいモーター・細胞運動    座長：宮田真人 

8. 第１３回２１世紀大腸菌研究会(共催)  2016年 6月、グリーンピア南阿蘇(阿蘇郡) 

9. 第 89会日本細菌学会総会(共催)  2016年 3月、大阪国際交流センター(大阪市) 

シンポジウム：細菌の運動  コンビーナー：宮田真人、本間道夫 

10. 2015年度べん毛研究交流会(協賛) 2016年 3月、天童温泉 滝の湯(山形県天童市) 

シンポジウム：輸送/構築 2   座長：加藤貴之 

11. 生体運動研究合同班会議 2016(共催)  2016年 1月、キャンパスプラザ京都(京都市) 

領域ミーティングを開催 
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12. 第 9回細菌学若手コロッセウム(共催)  2015年 11月、KKRホテル敬天閣(鹿児島市) 

13. 第 53回日本生物物理学会年会(共催) 

2015年 9月、金沢大学角間キャンパス(金沢市) 

シンポジウム：生体マシナリーにおける力発生と進化の共通原理 

シンポジウムオーガナイザー：南野徹，宮田真人 

14. 第 12回 21世紀大腸菌研究会(協賛)  

2015年 6月、琵琶湖グランドホテル・京近江(大津市) 

特別講演「最小生物、マイコプラズマの滑走運動」宮田真人 

15. 第 88回日本細菌学会総会(共催)  2015年 3月、長良川国際会議場(岐阜市) 

シンポジウム：再構築から明らかにする微生物のメカニズムー理学系細菌学関係 

コンビーナー：大澤正輝、柏崎隼 

16. 2014年度べん毛研究交流会(協賛) 

2015年 3月、合歓の郷ホテル&リゾート(三重県志摩市) 

17. 生体運動研究合同班会議 2015(共催)  2015年 1月、学習院大学(東京都豊島区) 

領域ミーティングを開催 

18. 日本生体エネルギー研究会 第 40回討論会(協賛) 

2014年 12月、愛媛大学 南加記念ホール(松山市) 

特別講演「最小生物, マイコプラズマの滑走運動」宮田真人 

19. 第 87回日本生化学会大会(協賛)  2014年 10月、国立京都国際会館(京都市) 

フォーラム：The cutting edge of electron microscopy for the field of biochemistry 

オーガナイザー：本間道夫 

20. 第 52回日本生物物理学会年会(共催) 

2014年 9月、札幌コンベンションセンター(札幌市) 

シンポジウム：マルチスケールで活躍する超運動マシナリー 

オーガナイザー：中村修一、島袋勝弥 

21. 日本農芸化学会 2014年度大会(共催) 

2014年 3月、明治大学 生田キャンパス(川崎市) 

シンポジウム：生体超分子の視覚化による新しい世界の発見 

世話人： 伊藤政博、福森義宏 

22. 第 8７回日本細菌学会総会(共催) 

2014年 3月、タワーホール船堀(東京都江戸川区) 

シンポジウム：変貌しつつある細菌の細胞像 

シンポジウムオーガナイザー：宮田真人 

23. 2013年度べん毛研究交流会(協賛) 

2014年 3月、県立広島大学サテライトキャンパス(広島市) 
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24. 生体運動研究合同班会議 2014(共催)  

2014年 1月、千葉大学西千葉キャンパス(千葉市) 

領域ミーティングを開催 

25. 日本生体エネルギー研究会討論会(協賛) 

2013年 12月、静岡県コンベンションアーツセンター グランシップ(静岡市) 

26. 第 51回日本生物物理学会年会(共催)  2013年 10月、国立京都国際会館(京都市) 

シンポジウム：バーグ教授記念講演と踊る運動超分子マシナリー 

オーガナイザー：宮田真人、佐藤啓子 

27. IGER International Symposium on Cell Surface Structures and Functions(協賛) 

2013年 9月、名古屋大学 ESホール(名古屋市) 

シンポジウム：Secretion and motility 

座長：本間道夫、福森義宏 

28. 第 10回 21世紀大腸菌研究会(協賛) 

2013年 6月、ラフォーレ修善寺(静岡県伊豆市) 

29. 第４回回折構造生物国際シンポジウム (ISDSB)2013(展示出展) 

2013年 5月、名古屋市中小企業振興会館(名古屋市) 

30. 第 77回日本生化学会中部支部例会・シンポジウム(協賛) 

2013年 5月、名古屋大学坂田・平田ホール(名古屋市) 

31. 第 86回日本細菌学会総会(共催) 

2013年 3月、幕張メッセ国際会議場(千葉市) 

ワークショップ：細菌構造研究の新展開：分泌装置、細胞骨格、運動装置、細菌表層の 

構造体を中心に 

オーガナイザー：本間道夫、福森義宏 

32. 2012年度べん毛研究交流会(協賛) 

2013年 3月、よろこびの宿 しん喜(群馬県渋川市) 

33. 第 85回日本生化学会大会  2012年 12月、福岡国際会議場(福岡市) 

シンポジウム：運動超分子マシナリーの機能メカニズム 

シンポジウムオーガナイザー：小嶋誠司、森博幸 

34. 第 45回日本原生動物学会大会(共催) 

2012年 11月、兵庫県立大学書写キャンパス(姫路市) 

シンポジウム：滑走運動の生物学 

35. 第 49回日本細菌学会中部支部大会(共催) 

2012年 10月、名古屋大学シンポジオン(名古屋市) 

特別講演：森博幸  座長： 本間道夫 

36. 第 50回日本生物物理学会年会(共催) 

2012年 9月、名古屋大学東山キャンパス(名古屋市) 
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シンポジウム：運動超分子マシナリーが織りなす調和と多様性 

シンポジウムオーガナイザー：宮田真人、南野徹 

 

図書 

総 括 班 

1. 宮田真人，南後守，橋爪章仁，原田明 企画・編集(2017) CSJレビュー26 分子マシン

の科学 分子の動きとその機能を見る． 

2. Minamino T, Namba K (Eds.) (2013) The Bacterial Flagellum: Methods and 

Protocols, Methods in Molecular Biology 1593, Humana Press. 

A03(公募・春田) 

1. 春田伸(編集委員、分筆)「細菌を食べる細菌」、「微生物の飢餓適応」、「陸上温泉の微

生物」、日本微生物生態学会編「環境と微生物の事典」、朝倉書店(2014) 

 

産業財産権 

・特許出願 

1. 浜口祐，宮田真人(2017) 

汎用 3Dプリンターを用いた発光模型作製法，特願 2017-130739. 

2. 武谷立・松山翔、権利者：宮崎大学  (2017) 

「強心薬及び強心薬のスクリーニング方法」特願 2017-97531 

3. 富山哲雄・見理剛(2014) 

「肺炎マイコプラズマ検出試薬及びその用途」特願 2014-155388、特開 2016-31353、 

4. 片桐晃子、三枝信、錦見昭彦、石原沙耶花、権利者：学校法人北里研究所 (2015) 

「大腸炎又は大腸癌モデル非ヒト動物及びその利用」 特願 2015-209324 

5. 田中裕人，小嶋寛明，富成征弘，田中秀吉，川岸郁朗，曽和義幸．出願人；学校法人法

政大学，国立研究開発法人情報通信研究機構，(2015) 

微生物分析装置及び微生物分析方法，出願番号；特願 2015-096824  

6. 加藤健太郎、アデエミ オルヨミ  出願人：国立大学法人帯広畜産大学 (2017) 

「抗トキソプラズマ原虫剤」 特願 2017-205211  

7. 加藤健太郎、村田優穂、杉達紀、野中基弘  出願人：国立大学法人帯広畜産大学 

(2017) 

「抗原虫作用と持つ生薬由来化合物と生薬エキス」 特願 2017-083202 

8. 加藤健太郎、アデエミ オルヨミ  出願人：国立大学法人帯広畜産大学 (2017) 

「抗トキソプラズマ剤及びこれを含む医薬」 特願 2017-076436、  

9. 加藤健太郎、村田優穂、杉達紀  出願人：国立大学法人帯広畜産大学 (2016) 

「抗トキソプラズマ剤」 特願 2016-167695  

10. 加藤健太郎、村田優穂、杉達紀  出願人：国立大学法人帯広畜産大学  (2016) 
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「抗トキソプラズマ剤」 特願 2016-166525、  

11. 加藤健太郎、テルカウィ アラー、高野量  出願人：国立大学法人帯広畜産大学 

(2015) 

「抗原虫薬」 特願 2015-233632  

 

その他 

1. ビデオアーカイブの作成 

国内外に散在している貴重な細胞運動に関連するビデオを領域参加者を中心に集め、分野

外の研究者、教員、中高校生、一般市民などに生体運動研究を親しんでもらうことを目的と

して、オンラインビデオアーカイブを作成した。研究期間終了後は日本生物物理学会へ移管

したため、今後も永続的に視聴することが可能である。 

・日本生物物理学会 生物物理ビデオアーカイブ ウェブサイト 

  https://www.biophys.jp/video/ 
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2. スマートフォンアプリの開発 

領域全体でスマートフォンアプリを２点開発した。 

・動く生き物大事典 

動く微生物・細胞・タンパク質について本領域に関わる研

究者による解説やイラスト・写真を用いて紹介するアプリ

を作成した。 

 

図 1 生物物理ビデオアーカイブ ウェブサイト 
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・生物物理ビデオアーカイブ 

オンラインビデオアーカイブを若年層のインターネット利用環境に対応すべく、スマートフォン

で閲覧できるようにアプリを作成した。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. Facebookを用いた研究活動の公開 

汎用 3D プリンターの生物学的利用法開発や急速凍結レプリカ電子顕微鏡法の活動につい

てそれぞれ Facebookで公開・共有化し、広く議論を行った。 

・汎用 3Dプリンターの生物学的利用法開発 Facebook 

  https://www.facebook.com/motility.machinery 

・急速凍結レプリカ電子顕微鏡法の活動 Facebook 

  https://www.facebook.com/freeze.fracture 

・運動マシナリーディスカッション Facebook 

  https://www.facebook.com/mycmobile 

図 2 動く生き物大事典 アプリ 図 3 生物物理ビデオアーカイブ アプリ 
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4. iBiology (キネシンの発見などで知られる UCSFの Ron Vale教授が始めた最先端のレ

クチャーを無料で提供するビデオサイト)への日本語字幕の提供 

 

 

 

 

図 3 生物物理ビデオアーカイブ アプリ 

図 4 iBiologyにおける Ron Vale教授のレクチャー 


